

第２回企業誘致・事業者支援検討会議　【議事要旨】
■日時：平成30年５月28日（月）　午前10時から11時30分
■会場：303会議室

１　重点プロジェクトについて

○これまでの産業支援施策といえば、工場整備、設備投資の補助など、ハード支援的なものが多かったが、ソフト面も踏まえられており、まとまりが出てきている。これらが実効性を伴うものとなるよう充実させてもらいたい。
○「カスガイ・リンク・イノベーションプロジェクト」のネーミングは良い。そのように、市から企業、市民へ働きかけるような取組が必要である。市の補助金申請のアンケートに答えた後、直接市から情報提供の連絡があったが、このようなつながりあえる関係づくりは大切である。

○事業承継支援の取組が重点に入ってきたが、今後どのような基準で支援していくのか、よく検討していく必要がある。
○中小企業支援策では、企業にとって利用しやすいものとなるよう、きめ細やかな支援方法への目配りをお願いしたい。
○ＩｏＴ、ＩＣＴについては、ものづくりの現場でどのように活用していけばよいのか、特に製造業の現場では見えにくい。具体的なものを図や動画なので解説してもらえるとありがたい。一方で、システム等の導入により、膨大な費用がかかるとなると中小企業では躊躇してしまう面がある。
○費用においては、大手メーカーなどに頼むと数千万円と言われる場合があるかもしれないが、最近ではパッケージでいろいろと出ており、必ずしも高価でなくとも自社に合うものを研究して導入することも可能になってきているのではないか。
○生産工程におけるデータ管理では、クラウドを活用するものなど、それほど高くつかないものも出ている。
○ＩＣＴ等については、新たな設備投資に補助をするということのみが、本アクションプランの目的ではないと考える。生産性向上に向けての仕組みが見える化されなければならない。
○中小機構等では様々な導入事例集を出しながら支援を行っている。紙媒体だけでなく、動画等もあわせて情報発信をしていくことは大事だと考える。

○企業誘致については、不動産事業者に対し、様々なところから春日井市へ進出したいという要望が寄せられている。しかし、土地利用の許可を得ていく際のハードルが高い。大企業の誘致策だけでなく、中小企業のニーズに応じた整備や支援のあり方を検討して頂きたい。
○大きな企業の受け入れと、意欲のある中小企業の進出に向けたマッチングの取組が大事である。重点プロジェクトの中身については、大企業の誘致と中小企業の進出支援の２本立ての取組が必要ではないか。

○中小企業では、進出に向けた支援メニューがあまり知られていない。ハードルを下げた形で情報提供をして頂きたい。
２　施策体系について

○空き工場の活用について、賃貸に関する支援があるが、売却や従来の建物を壊す際の支援等、工場を売る側にそれを促進させる支援があればよいと思う。
⇒既に制度がある。（既設工場取得事業助成金）

○稼働していない工場等の情報は把握しているのか。
○不動産事業者では一定の情報は持っている。必要であれば地域を調査して情報収集を行う。
⇒行政では、不動産事業者からの情報のほか、土地所有者から活用したいとの相談や情報を寄せられることがある。進出を考えている企業から問い合わせがあれば、マッチングを行っている。

○商工会議所を通じて情報の収集・発信ができればよいと思う。難しいだろうが、公表できる範囲を限定して提供していく仕組みを考えられればよい。

○補助金にたどりつくまでの情報をまず頂きたい。
○補助金に関する個別の情報提供、相談を行うところが商工会議所や中小機構であると思われる。そのために、まず商工会議所がレベルを上げなくてはならない。補助金の項目づくりよりも仕組みづくりが求められるようにせねばならない。

○事業承継について、どのような事業を行っていくかはよく考えねばならない。「後継者探しバンク」とあるが、募集して来ていただけるかは分からないし、市内のみでやるのは難しいかもしれない。幅広く考えて頂きたい。

○ホームページの作成は通常50万円かかるとのことだが、補助金が50万円出ると、これを利用して100万円で作成しているケースがあると聞く。これは本来の補助金の使い方とは異なるのではないか。
○ホームページへのＩＴ補助金は違和感を覚えるが、補助金の活用を広く促していくためには、要件のハードルを下げる必要もある。

○ホームページ作成の補助金はあるが、自社の販路開拓につながるような、ネット上の出店支援等もあればありがたい。
○新規創業への補助金は初年度に限られているが、次年度にもあると助かると思う。事業を軌道に乗せていく支援が必要である。
○外国人労働者の受け入れをどうするか、考える時期に来ているのではないか。障がいのある人に対しては、手すりの設置など設備的な補助等が出てきている。また、女性や高齢者の活躍支援もさらに必要である。
○製造業で働く女性は立場が弱くなる。そのような状況となる意識の改革をお願いしたい。
○女性の活躍については、まずは企業の側から人員調整や配置、必要な支援等を考えて頂き、そのように前向きに取り組む企業を行政が支援していく方向を考えてはいかがか。

○当企業では、女性だから、男性だからという視点で採用活動を行っておらず、こうした取組をＰＲしていきたい。

○「企業の人材確保に向けたＰＲ支援」とあるが、企業が力を入れているところをＰＲしてやっていけばどうか。

○パートを正社員化しようとする企業もあり、こうした取組に対する市独自の支援を考えられないか。
以上
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